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名古屋学院大学論集
（本稿第2章（1）参照）。低周波音や90デシベルもの騒音を出すことで，環境権も侵害される（本
稿第2章（2）参照）。オスプレイ配備に関連する自治体に適切な説明をしない，あるいは自治体
住民の意志を無視してオスプレイ配備を強行する野田内閣のやり方は「地方自治」も侵害する（本
稿第2章（4）参照）。中国などへの抑止との理由でオスプレイを配備するとの考え方は「平和主義」
や「国際協調主義」とも相容れない（本稿第2章（5）（6）参照）。相容れないどころか，いざと
いうときには日本も巻き込まれ，攻撃対象にすらなり，やはり「平和的生存権」が侵害される（本
稿第2章（6）③参照）。こうした危険性をもつオスプレイの配備に関しては，主権国家である以上，
日本も米国に対して堂々とした対応をすべきだが，今までの自民党政権や野田内閣も憲法前文で
求められている政府の役割を放棄してきた。EUにならい，日本も信頼醸成に向けた外交を通じ
て近隣諸国との友好関係を築くことが憲法でも求められている（本稿第2章（3）参照）。 
 　そもそもニューメキシコ州の米空軍基地で予定されていたオスプレイの飛行訓練計画は住民の
反対で当分延期されている。ハワイ州モロカイ島カラウパパ空港，ハワイ島ウポル空港で行う予
定だったオスプレイの着陸訓練も騒音や野生動物への影響，遺跡への被害を懸念する住民や環境
団体などの反対意見により断念された。アメリカでは危険性や環境への配慮から中止されている
オスプレイの訓練だが，日本ではオスプレイが沖縄に配備され，日本全土で飛行訓練がなされる
という。こうしたアメリカ政府や日本政府の対応，主権者としてどのように考えるだろうか。オ
スプレイは沖縄の話だと思っている人もいるかもしれないが，オスプレイは本土でも低空飛行訓
練を行なうことが予定されている。そもそもオスプレイが何かを知らない人もいる。今の政治が
悪いとすれば，政治に対して十分な知識を持たず，国民のためにならない政治家を選挙で選んだ
国民にも問題がある。「国民のための政治」が行われるためには，政治に対しても十分な知識を
持ち，適切な意志表示を選挙で行なうことが必要となる。 
 
